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庁
舎
問
題
で
住
民
投
票
す
る
考
え
は 

問 

自
治
基
本
条
例
か
ら
９
年
が
経
過
し
て
い
る

が
市
民
投
票
条
例
は
。 

答 
地
方
自
治
法
７
４
条
で
住
民
投
票
は
出
来
る

た
め
、
条
例
制
定
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

問 

「
推
進
委
員
会
」
の
議
論
の
状
況
は
。 

答 

常
設
型
に
つ
い
て
、
要
件
等
を
議
論
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。 

問 

庁
舎
問
題
で
住
民
投
票
を
や
る
考
え
は
な
い

か
。 

答 

庁
舎
位
置
は
特
別
多
数
議
決
で
あ
り
、
議
会
で

議
論
を
す
べ
き
で
、
住
民
投
票
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。 

問 

市
長
の
選
挙
公
約
で
「
み
ん
な
で
決
め
る
、
市

民
投
票
条
例
を
つ
く
る
」
と
し
て
い
る
が
。 

答 

庁
舎
位
置
条
例
は
、
住
民
投
票
に
な
じ
ま
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

問 

年
度
内
に
条
例
を
制
定
さ
れ
る
つ
も
り
は
な

い
か
。 

答 

推
進
委
員
会
の
意
見
書
を
整
理
し
て
常
設
型

の
市
民
投
票
条
例
を
、
来
年
度
に
は
議
会
に
提
案
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。 

公
的
責
任
を
後
退
さ
せ
る
介
護
「
総
合
事
業
」 

問 

要
支
援
者
に
か
か
る
サ
ー
ビ
ス
は
国
基
準
の

一
律
サ
ー
ビ
ス
か
ら
市
基
準
の
事
業
に
な
る
が
、
す

で
に
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る
人
の
サ
ー
ビ
ス

単
価
や
内
容
は
。 

答 

経
過
措
置
が
あ
り
、
み
な
し
制
度
を
活
用
し
、

現
行
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

入札 

節木三千代氏 

 

１
２
月
２
２
日
議
会
最
終
日
、
市
庁
舎
特
別
委
員
会
に
続
き
市
役
所
位
置
設
定
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
を
再
度
継
続
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
賛
成
・
反
対
が
９
対
９
の
同
数
と
な

り
、
最
後
は
議
長
に
よ
る
裁
定
と
な
り
、
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。
共
産
党
議
員
団
清
水
議
員

と
創
政
ク
ラ
ブ
３
人
が
継
続
審
査
反
対
の
討
論
を
行
い
、
政
策
研
究
会
マ
イ
バ
ラ
吉
田
議
員
は

賛
成
討
論
を
行
い
ま
し
た
。
最
終
日
の
詳
細
は
次
号
と
し
ま
す
。
今
回
は
７
日
に
行
わ
れ
た
藤

田
議
員
の
一
般
質
問
の
概
要
を
掲
載
し
ま
す
。 

議員名 会派 
米原市役所位置設
置条例の一部改正
案の継続審査 

太田幸代 共産党米原市議団 休 

清水隆徳 共産党米原市議団 × 

藤田正雄 共産党米原市議団 × 

今中力松 政策研究会マイバラ ○ 

澤井明美 政策研究会マイバラ ○ 

中川雅史 政策研究会マイバラ ○ 

堀江一三 政策研究会マイバラ ○ 

山本克己 政策研究会マイバラ ○ 

吉田周一郎 政策研究会マイバラ ○ 

音居友三 創政クラブ × 

北村喜代隆 創政クラブ × 

中川松雄 創政クラブ × 

前川明 創政クラブ × 

松崎淳 創政クラブ × 

松宮信幸 創政クラブ × 

的場收治 創政クラブ × 

北村喜代信 清風クラブ 議長裁定（○） 

滝本善之 清風クラブ ○ 

鍔田明 清風クラブ ○ 

竹中健一 無会派 ○ 

採決結果 可決 

 

問 

基
準
を
緩
和
し
た
サ
ー
ビ
ス
は
。 

答 

切
り
替
え
時
は
、
現
行
サ
ー
ビ
ス
を
引
き
継

ぎ
ま
す
。
以
後
は
緩
和
し
た
サ
ー
ビ
ス
に
移
行
し

ま
す
。 

問 

住
民
主
体
の
支
援
事
業
は
。 

答 

「
地
域
お
茶
の
間
創
造
事
業
」
や
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
を
想
定
し
て
い
ま
す
。 

問 

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
る
判
定
で
、
医

師
意
見
書
や
介
護
認
定
等
も
な
く
、
十
分
な
対
応

が
可
能
な
の
か 

答 

米
原
市
で
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職

員
が
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
行
う
こ
と
と
し
て
お

り
、
リ
ス
ク
は
低
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

問 

本
年
は
介
護
報
酬
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
更

に
「
総
合
事
業
」
で
報
酬
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
が
、

経
営
が
成
り
立
た
な
く
な
る
事
業
所
は
。 

答 

事
業
所
は
支
援
者
事
業
だ
け
で
な
く
他
の
事

業
も
や
っ
て
い
る
。
総
合
的
な
判
断
が
必
要
。 

問 
今
の
状
況
で
は
、
来
年
４
月
か
ら
の
移
行
は

困
難
で
は
な
い
か
。 

答 

予
定
ど
お
り
移
行
し
た
い
。 

１
２
月
議
会
を
終
わ
っ
て 

 

庁
舎
問
題
は
再
度
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
議
論
を
尽
く
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
こ

れ
以
上
何
を
と
い
う
の
が
実
感
で
す
。
ま
た
一
議

席
の
重
み
を
感
じ
ま
し
た
。
本
議
会
で
団
体
か
ら

の
請
願
に
採
択
で
、
採
択
に
は
賛
成
し
、
同
趣
旨

の
意
見
書
に
反
対
す
る
議
員
が
い
ま
し
た
。
議
員

の
賛
成
反
対
の
意
思
表
示
は
大
き
な
責
任
が
あ
り

ま
す
。
し
っ
か
り
と
責
任
を
感
じ
て
ほ
し
い
で
す
。 

※
次
週
は
お
休
み
。
次
号
を
新
年
号
と
し
ま
す
。 


